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家 

族 

月 

間 

平
成
24
年
12
月
13
日(

木) 

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

於 

名
古
屋
東
急
ホ
テ
ル 

 
 

会
員 

64
名 

出
席
計
算
数 59

名
中
41
名
出
席 

出
席
率
69
・
49
％ 

前
々
回
出
席
率
90
・
00
％ 

  
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム 

  

★
物
故
会
員
追
悼 

故 

安
部 
公
也
さ
ん 

１
９
８
５
年
５
月
９
日
入
会 

１
９
９
５
年
１
月
20
日
ご
逝
去 

★
誕
生
日
の
お
祝
い 

★
大
原
新
世
代
奉
仕
委
員
長 

・
受
入
青
少
年
交
換
学
生 

フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー
テ
ィ 

★
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｏ
Ｕ
Ｔ 

Ｄ
Ａ
Ｙ 

  

ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ 

 

「
そ
れ
で
こ
そ
ロ
ー
タ
リ
ー
」 

指 

揮 

者 
 
 

丹
下 

富
博 

ピ
ア
ノ
伴
奏 

 
 

冨
板 

玲
子 
  

ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス 

今
年
度
半
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

皆
様
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 

鬼
頭 

茂
成 

尾
上
さ
ん
雪
山
ヒ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 岡

村 

隆
德 

山
口
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
先
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

柴
岡 

正
将 

12
月
９
月
（
日
）
滋
賀
瀬
田
ゴ
ル
フ
コ 

ー
ス
で
１
６
５
yd
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
７ 

番
ウ
ッ
ド
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
し
ま
し

た
〜
！ 

 
 
 
 
 
 

西
鶴 

智
香 

安
城
市
に
住
む
小
４
の
甥
っ
子
が
Ｊ
Ｒ

東
海
企
画
「
子
供
鉄
道
博
士
選
手
権
」

で
優
勝
し
ま
し
た
〜
！
12
月
16
日

（
日
）
12
時
30
分
〜
中
京
テ
レ
ビ
で

放
送
さ
れ
ま
す
。私
も
映
り
ま
す
の
で
、

ヒ
マ
な
方
観
て
や
っ
て
下
さ
い
！ 

西
鶴 

智
香 

ヒ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
楽
し
か
っ
た
で
す
。

お
正
月
熱
田
さ
ん
に
ご
参
拝
の
と
き
、

お
寺
の
駐
車
場
に
お
気
軽
に
お
と
め
下

さ
い
。
お
気
持
ち
は
ニ
コ
ボ
ッ
ク
ス
へ

ど
う
ぞ
。 

 
 
 
 
 

渡
辺 

観
永 

忘
れ
て
お
り
ま
し
た
が
誕
生
月
で
し
た
。

早
い
も
の
で
す
。 

 
 

神
野 

邦
利 

母
の
誕
生
月
で
す
。
６
ヶ
月
程
前
か
ら

iP
o
d

が
友
達
に
な
っ
た
母
。
86
才
の

手
習
い
で
毎
日
楽
し
そ
う
で
す
。 

照
井 

 

栞 

９
日
ヒ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
鈴
鹿
へ
行

っ
て
き
ま
し
た
。
尾
上
さ
ん
多
額
な
カ

ン
パ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

前
田 

隆
久 

寒
い
で
す
。 

 
 
 
 

飯
田 

昭
夫 

  

会
長
挨
拶 

 

会
長 

鬼
頭 
茂
成 

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
先
週
に
続

い
て
第
９
の
話
を
し
ま
す
。 

第
９
は
、
１
８
２
４
年
５
月
７
日
に

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
指
揮
で
ウ
ィ
ー
ン 

の
ケ
ル
ン
ト
ナ
ー
ト
ー
ア
劇
場
で
初
演 

さ
れ
ま
し
た
。
初 

演
の
様
子
は
語
り 

継
が
れ
て
い
ま
す
。 

演
奏
終
了
後
に
爆 

発
的
な
拍
手
が
聞 

こ
え
な
い
ベ
ー
ト 

ー
ヴ
ェ
ン
に
、
ソ 

リ
ス
ト
が
促
し
て 

聴
衆
の
方
を
向
か
せ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ウ
ィ
ー
ン
初
演
は
大
成
功
で
し

た
が
、
再
演
は
曲
の
難
し
さ
や
、
合
唱

付
き
と
い
う
こ
と
で
進
ま
な
か
っ
た
よ

う
で
す
。
こ
の
曲
の
演
奏
に
は
、
数
多

く
の
作
曲
家
が
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。 

ま
ず
、
チ
ェ
ル
ニ
ー
と
い
う
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
の
弟
子
が
、
第
９
出
版
の
際

に
、
ピ
ア
ノ
ス
コ
ア
を
書
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
初
見
演
奏
し
た
の
が
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
で
す
。
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン

が
１
８
２
６
年
11
月
13
日
に
ベ
ル
リ

ン
で
第
９
の
ピ
ア
ノ
初
演
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、リ
ス
ト
が
ピ
ア
ノ
版
を
作
る
。

ま
た
ワ
ー
グ
ナ
ー
も
ピ
ア
ノ
版
を
作
る
。

な
ど
、
後
の
作
曲
家
に
大
変
な
影
響
を

与
え
、
ま
た
、
演
奏
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。
演
奏
の
歴
史
を
辿
る
だ
け
で
も
１

冊
の
本
に
な
り
そ
う
で
す
。 

日
本
初
演
は
何
時
か
と
言
い
ま
す
と
、

１
９
１
８
年
（
大
正
７
年
）
６
月
１
日

四
国
鳴
門
の
板
東
俘
虜
収
容
所
に
収
容

さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
兵
に
よ
る
も
の
で

し
た
。
第
１
次
世
界
大
戦
で
、
青
島
で

戦
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
軍
が
降
伏
し
て
約

４
，
６
０
０
名
が
捕
虜
と
な
り
日
本
に

収
容
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
板
東
に
は
１
，

０
０
０
人
以
上
の
ド
イ
ツ
兵
が
収
容
さ

れ
、
収
容
所
で
文
化
活
動
が
盛
ん
に
行

わ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
徳
島
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
第
２
回
演
奏
会
で
第
９
が
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
リ
ス
ト
も
合
唱
も

全
員
男
性
で
す
。
楽
譜
も
書
き
換
え
ら

れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
楽
譜
通
り

女
声
も
交
え
て
の
初
演
は
１
９
２
４
年

（
大
正
13
年
）
11
月
29
日
東
京
音
楽

学
校
（
東
京
芸
術
大
学
の
前
身
）
の
教

授
と
学
生
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合

唱
団
で
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
演
奏
に
つ
い
て
は
華
々
し

い
演
奏
史
と
な
り
ま
す
。
世
界
の
歴
史

が
転
換
す
る
度
に
こ
の
交
響
曲
が
演
奏

さ
れ
ま
し
た
。
ナ
チ
政
権
下
の
ド
イ
ツ

で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
誕
生
日
を
祝
福
す

る
コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
さ
れ
、
ア
メ
リ

カ
で
は
、
連
合
国
の
勝
利
を
願
う
チ
ャ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
で
演
奏
さ
れ
ま
し

た
。日
本
で
は
１
９
４
７
年
12
月
30
日

に
日
比
谷
公
会
堂
で
学
徒
出
陣
を
し
て

戦
死
し
た
者
を
追
悼
す
る
演
奏
会
で
演

奏
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
５
５
年
11
月
ウ

イ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
の
再
開
記
念
、
１

９
６
３
年
ベ
ル
リ
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル
落
成
記
念
、
記
憶
の
新
し
い

所
で
は
１
９
９
０
年
10
月
３
日
ド
イ
ツ

再
統
一
の
前
日
の
記
念
式
典
で
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昨
年
平
成
23
年

４
月
10
日
東
京
文
化
会
館
で
、
ズ
ー
ビ

ン
・
メ
ー
タ
指
揮
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団
で

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
チ
ャ
リ
テ

ィ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
第
９
は
、祝
祭
の
音
楽
、
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鎮
魂
の
音
楽
、
ま
た
国
家
の
音
楽
、
市

民
の
音
楽
な
ど
、
様
々
な
音
楽
と
し
て

演
奏
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
曲
は
他

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
清
聴
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た 

  

Ｒ
世
界
平
和 

フ
ォ
ー
ラ
ム 

12-

13
年
度 

Ｒ
Ｉ
会
長 

田
中 

作
次 

国
際
理
解
、親
善
、平
和
の
推
進
は
、

ロ
ー
タ
リ
ー
運
動
の
礎
で
す
。（
中
略
）

ロ
ー
タ
リ
ー
は
、
そ
の
歴
史
の
中
で
、

こ
れ
ら
の
分
野
に
お
い
て
多
く
の
功
績

を
残
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
将
来

に
も
目
を
向
け
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
未
来

と
世
界
平
和
の
進
展
が
今
日
の
若
者
た

ち
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
よ
り
良
い
世
界
を

後
世
に
残
し
て
い
く
に
は
、
意
義
あ
る

活
動
に
若
者
た
ち
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

将
来
に
向
け
て
ロ
ー
タ
リ
ー
の
平
和
構

築
運
動
を
続
け
て
い
く
た
め
の
力
を
与

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

12-

13
年
度
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
は

３
回
に
わ
た
り
「
ロ
ー
タ
リ
ー
世
界
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
３
日
間
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

ロ
ー
タ
リ
ア
ン
や
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と

と
も
に
平
和
へ
の
決
意
を
固
め
ま
す
。

ベ
ル
リ
ン
で
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
民
主

主
義
と
自
由
」
と
い
う
価
値
を
テ
ー
マ

と
し
ま
す
。
ホ
ノ
ル
ル
と
広
島
で
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
は「
若
者
」に
焦
点
を
当
て
、

ロ
ー
タ
ー
ア
ク
タ
ー
、
イ
ン
タ
ー
ア
ク

タ
ー
、
青
少
年
交
換
学
生
、
ラ
イ
ラ
リ

ア
ン
、
国
際
親
善
奨
学
生
、
ロ
ー
タ
リ

ー
平
和
フ
ェ
ロ
ー
、
学
友
、
若
き
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど
、
新
世
代

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
を
交
え
て
行
わ

れ
ま
す
。
全
地
区
か
ら
少
な
く
と
も
２

名
の
若
者
（
上
記
に
該
当
）
が
出
席
で

き
る
よ
う
、
各
地
区
に
援
助
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

相
互
に
対
話
が
可
能
な
中
継
放
送
を
通

じ
て
、
遠
隔
地
よ
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参

加
で
き
る
機
会
も
設
け
ら
れ
ま
す
。
詳

細
は
、w

w
w
.ro
ta
ry
.o
rg

を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。 

 

派
遣
青
少
年
交
換
学
生 

報
告 
 

青
少
年
交
換
学
生 
岡
村
可
奈
子 

名
古
屋

大
須
Ｒ
Ｃ

の
皆
様
、

い
つ
も
お

世
話
に
な

っ
て
お
り

ま
す
。
ア

メ
リ
カ
フ

ロ
リ
ダ
州

に
派
遣
さ

せ
て
い
た

だ
い
て
お 

り
ま
す
岡
村
可
奈
子
で
す
。
こ
ち
ら
に

来
て
約
４
か
月
経
ち
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
っ
た
気
が
し
ま
す
。 

11
月
は
こ
ち
ら
の
６
９
８
０
地
区
の

受
入
交
換
留
学
生
全
員
と
ク
ル
ー
ズ
で

バ
ハ
マ
旅
行
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ク
ル
ー
ズ
の
中
で
は
６
９
８

０
地
区
の
ロ
ー
タ
リ
ア
ン
の
方
と
交
流

す
る
機
会
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
と
て
も

充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。
そ

の
時
の
写
真
を
送
り
ま
す
。 

交
流
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ロ
ー
タ
リ

ア
ン
の
方
の
１
人
が
私
の
次
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る
と

言
っ
て
下
さ
り
、
12
月
か
ら
そ
の
方
の

家
庭
に
ス
テ
イ
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

日
本
で
は
経
験
で
き
な
い
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
こ
ち
ら
で
経
験
で
き
て
、
一

瞬
一
瞬
が
本
当
に
貴
重
な
時
間
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。
派
遣
生
と
し
て
選
ん
で

い
た
だ
い
た
ロ
ー
タ
リ
ー
の
方
々
に
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

こ
ち
ら
は
年
中
夏
の
気
温
で
す
が
、

そ
ち
ら
は
寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
の
で
お
体
に
お
気
を
付
け

く
だ
さ
い
。
そ
れ
で
は
ま
た
メ
ー
ル
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

 

受
入
青
少
年
交
換
学
生
挨
拶 

ジ
ョ
ジ
ー
ナ
・
グ
レ
イ
ス
・
パ
ス
ケ
ル 

 

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。 

先
月
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
を
し
ま
し
た
。

高
木
さ
ん
と
出
口
さ
ん
の
家
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
出
口
さ
ん
の
娘
さ
ん

に
は
美
容
院
に
連
れ
て
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ど
う
で
す
か
こ
の
髪
型
？ 

 

11
月
４
日
に
留
学
生
達
と
一
緒
に 

                 

ロ
ー
タ
リ
ー
の
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

広
島
、
大
阪
、
奈
良
、
京
都
に
行
き
ま

し
た
。
１
月
10
日
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
帰
り
ま
す
。と
て
も
寂
し
い
で
す
。

残
り
の
１
ケ
月
で
い
ろ
い
ろ
と
経
験
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
月
の
15
日
に
は
ロ
ー
タ
リ
ー
で
留

学
生
の
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
す
。
私
も
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
残
り
１

ヶ
月
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

12
月
27
日
（
木
） 

例
会
変
更 

同
日 

 

み
そ
か
例
会 

 
＊
10
時
〜
15
時
の
間
に
事
務
局
ま

で
商
品
を
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

                

 

＊
品
物
は
預
か
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
15
時
ま
で
に
必
ず
受
け
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。 

 

Ｇ
事
務
所
・
Ｇ
エ
レ
ク
ト
事
務
所
・

Ｇ
事
務
所
分
室 

冬
期
休
暇 

12
月
28
日
（
金
）
〜
１
月
４
日
（
金
） 

事
務
局
冬
期
休
暇 

12
月
28
日
（
金
）
〜
１
月
４
日
（
金
） 

１
月
３
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

休 

会
（
年
賀
休
日
） 

  

広
報
委
員
会 

近
藤
宏
一
郎
・
林 

 

富
徳 

杉
浦 

令
淑
・
青
木 

靖
高 

 
 
 
 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

         

 

晩秋とはいうものの、真冬の気温の中、18

人で御在所岳に、中道から登って来ました。 

天気は、風も弱く、晴れてはいたものの、前日からの冷え込み

で、登山道は凍りついており、慎重に通常の1.5倍くらいの時間

をかけて登りました。初めての登山の人も3人いたのですが、夏

でも結構スリルのある中道を、全員無事登頂しました。 

下山後は、朝明、三休の湯で、入浴後、大宴会。貸切状態の中、

囲炉裏で魚とカキを焼いて、熱燗で盛り上がりました。 

とにかく、天気が良く、楽しめた1日でした。 

 

平成2４年12月9日(日)  幹事 前田 隆久


